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　９月定例会は「決算議会」ともいわれ、前年度のお金の収支に関する審議を行います。これを

決算認定といいます。那須烏山市議会では、９月９日に常任委員会に付託され９月１０日から１１

日までの２日間にわたって審査を行いました。

　決算の詳しい内容については「広報なすからすやま第２２９号」６～７ページを、また各常任委

員会の審査結果については７～８ページをご覧ください。

一般会計 歳入 １４０億６４１２万９千円 歳出 １３１億８３５７万６千円

特別会計・企業会計 歳入 ８１億６３０万７千円 歳出 ８１億４５６０万円

　令和６年度の補正予算案が上程され、すべて原案のとおり可決しました。今回補正された主な

内容は次のとおりです。

会計区分 補正前の額 ９月補正予算額 合　　計

一般会計 １２３億６８３３万９千円 ３億１５７１万１千円 １２６億８４０５万円

国民健康保険

特別会計

事業勘定 ３３億２１５万４千円 ７万１千円 ３３億２２２万５千円

診療施設勘定 ５４１８万８千円 ７７万円 ５４９５万８千円

熊田診療所特別会計 ４５０３万２千円 ８５３万円 ５３５６万２千円

介護保険特別会計 ２７億３８６０万７千円 ４４８７万３千円 ２７億８３４８万円

水道事業会計 資本的支出 １億５４３８万１千円 ４６万円 １億５４８４万１千円

▼一般会計の歳出の主な内容 補正額

○議会常任委員会の研修等に執行部が随行するための旅費 ３７万５千円

○ アキュム導入１０周年記念イベントにおいて物品販売等の催しを追加したこ
とに伴う交付金の増額計上

１７５万９千円

○ 栃木県内の企業が実施する就職活動に東京圏内の大学生が参加する際の交
通費を支援する補助金

１０万８千円

○生活保護者の就労自立支援に係る給付金制度改正に伴うシステム改修費 １７４万９千円

○新型コロナウイルスワクチン定期予防接種の実施に係る事業費 ６９２１万６千円

○園芸振興の重点事業であるパイプハウス設置費等の補助金 ６００万円

○ アキュム導入１０周年記念イベントにおいてそば店を出店する八溝そば街道
推進協議会への交付金

４５万円

○商工会が実施するプレミアム付商品券発行事業への補助金 ４０００万円

○雑草発生等対策として、路肩の除草業務や支障木伐採業務に係る委託費 ６０５万１千円

○野上神長線の舗装改修及び向田落合線落合橋への外灯設置に係る工事費 １０００万円

○小学校において不具合が生じた遊具の更新に係る工事費 ２０７万５千円

令和６年第３回

９月定例会のあらまし

 那須烏山市議会９月定例会は３日に召集され、

会期を１１日間と定め、補正予算案や条例案など

計１２議案と８つの会計の決算認定について審

議しました。また、４日から６日まで９人が一般

質問を行いました。

　会議録は市立図書館と市ホームページで閲覧

できます。

令和５年度の決算を認定しました

令和６年度予算を補正

2 なすから議会だより （第 74 号）



定
例
会
の
あ
ら
ま
し

決

算

審

査

一

般

質

問

活

動

報

告

主

な

質

疑

那須烏山市国民健康保険条例の一部改正

行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律等の一部改正によ

り、令和６年１２月２日からマイナ保険証に移行さ

れることに伴い、所要の改正を行いました。

那須烏山市議会基本条例の一部改正

　市長等に議員からの質問や質疑の趣旨を確認

するための機会を与えることとした現行の規定

を見直し、議論の論点や争点を明確にするため

に質問者に対して問い返すことができる権利で

ある「反問権」を市長等に付与するため、所要

の改正を行いました。

令和５年度那須烏山市一般会計継続費精算報告

書について

　令和４年９月定例会において、三箇小白井線

の青雲橋補修工事に係る継続費の予算措置を行

い、令和５年度をもって継続年度が終了したこ

とについて報告を受けました。　

一般財団法人那須烏山市農業公社の経営状況説

明書について

一般財団法人那須烏山市農業公社から、令和

５年度経営状況説明書が提出されたことについ

て報告を受けました。

令和５年度健全化判断比率及び資金不足比率に

ついて

　令和５年度決算に係る健全化判断比率及び資

金不足比率について、監査委員による審査結果

の報告を受けました。

審査結果の詳細は１５ページをご覧ください。

那須烏山市教育委員会委員の任命同意について

　教育委員会委員のうち、橋本里恵氏が令和６

年１１月２９日に任期満了を迎えるにあたり、

引き続き委員として任命することについて同意

しました。

人権擁護委員候補者の推薦について

　人権擁護委員のうち、𣘺本惠子氏及び郡司マ

栃木県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

　マイナ保険証への移行に伴い、後期高齢者医

療の被保険者証や資格証明書が発行されなくな

り、代わりに資格確認書等が発行されることか

ら規約を変更することについて議決しました。

令和５年度那須烏山市水道事業会計未処分利益

剰余金の処分について

　令和５年度水道事業会計について、補填

財源として使用した建設改良積立金取崩額

４９２５万８６２６円を資本金に組み入れ、当年

度純利益８３２４万９９５円を減債積立金に積み

立てることについて議決しました。

令和５年度那須烏山市下水道事業会計未処分利

益剰余金の処分について

　令和５年度下水道事業会計について、当期純

利益１６１７万３８２４円を減債積立金へ積み立

てることについて議決しました。

専決処分の承認（那須烏山市一般会計補正予算

（第４号）について）

　デフレ完全脱却のための国の総合経済対策に

おける物価高への支援の一環として定額減税

が行われる際に、定額減税しきれないと見込

まれる方に対する調整給付金支給のため、令

和６年度一般会計予算の歳入歳出をそれぞれ

１億８６７８万５千円増額することについて原

案のとおり承認しました。

条例改正

報　　　告

人　　事

議決事項

そ　の　他

傍聴者数

月　　日 内　　容 傍聴者数
９月 ３日（火） 開会・上程・採決・付託 ５人

９月 ４日（水） 一般質問 ８人

９月 ５日（木） 一般質問 １０人

９月 ６日（金） 一般質問 ８人

９月 ９日（月） 決算総括質疑 ２人

９月１８日（水） 報告・採決・閉会 ２人

計 ３５人

▼歳入の主な内容 補正額

○プレミアム付商品券発行事業に対する物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 ４０００万円

○新型コロナウイルスワクチンの確保に係る助成金 ４６６４万６千円

○企業版ふるさと納税寄附金 ４００万円

○令和５年度決算に伴い精算された介護保険特別会計からの繰入金 １０５８万９千円

サ子氏が令和６年１２月３１日に任期満了を迎

えるにあたり、谷口京子氏及び髙野一良氏を後

任の委員として推薦することに同意しました。
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（起立による採決） ※掲載は採決順で渋井議長は表決に加わらない。　○ ･･･ 賛成　● ･･･ 反対

議　　　案　　　等
審議

結果

議　員　別　賛　否　一　覧

髙
木
洋
一

福
田
長
弘

荒
井
浩
二

堀
江
清
一

興
野
一
美

青
木
敏
久

矢
板
清
枝

滝
口
貴
史

小
堀
道
和

相
馬
正
典

田
島
信
二

渋
井
由
放

中
山
五
男

髙
田
悦
男

平
塚
英
教

認 定
第１号

令和５年度那須烏山市一般会計決算の認

定について
認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

認 定
第２号

令和５年度那須烏山市国民健康保険特

別会計決算の認定について
認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

認 定
第４号

令和５年度那須烏山市後期高齢者医療

特別会計決算の認定について
認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

認 定
第５号

令和５年度那須烏山市介護保険特別会

計決算の認定について
認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

陳情書
第３号

「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡

充を求める意見書」の採択を求める陳情
不採択 ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

陳情書第３号 「最低賃金法の改正と中小企業支

援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情

審査結果 不採択

　最低賃金法を改正し、全国一律制度を実現し、

抜本的に引き上げること、中小企業支援策の拡

充を実現するため国に対して意見書を提出する

ことを採択するよう求めるものです。

陳情書第４号　那須烏山市議会陳情の取り扱い

について

審査結果 採択

　議会へ陳情する機会を増やすため、陳情書の

提出方法を郵送及び電子メール等でも受理でき

るよう陳情するものです。

陳情書第５号　那須烏山市名誉市民条例改正の陳情

審査結果 採択

那須烏山市名誉市民条例について、名誉市民の

対象や、亡くなった方への追贈の考え方が誰でも

理解しやすい条文に改正するよう陳情するものです。

陳情書第６号　再審法改正を求める意見書を政

府等に提出することを求める件

審査結果 採択

冤罪犠牲者を救済するために、刑事訴訟法の

再審規定（再審法）について「再審における検察

手持ち証拠の全面開示」「再審開始決定に対する

検察官の不服申立て（上訴）の禁止」を内容とす

る改正を求める意見書を国に対して提出するこ

とを採択するよう求めるものです。

令和６年第３回９月議会で審査された請願・陳情

定例会の審議結果一覧は市議会ホームページから

ご覧いただけます。
https://www.city.nasukarasuyama.lg.jp/sp/page/dir000085.html

※その他の議案 17 件は全会一致で可決しました。

請願・陳情の方法
　請願や陳情は、市議会に対して市政への意見や要望を

書面により提出することができる制度です。

　一般質問通告書提出期限日までに受理した請願・陳情

について原則として直近の定例会で採択の可否を審査し

ます。

　提出をご予定の方は、提出期限の確認も含め議会事務

局までご連絡ください。（☎0287-88-7114）

提出の際の注意事項

・ 請願を提出する場合は紹介議員が必要で

す。陳情の場合は紹介議員は必要ありませ

ん。

・ サイズはＡ４、署名または記名押印して提

出してください。

・ 道路や水路に関する内容の場合は場所を示

す略図を必ず添付してください。
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ＪＲ烏山線利用推進事業費について

Q議員　ＪＲ烏山線利用推進事業費１７５万９０

００円について、アキュム１０周年ということ

で、冠事業を展開することを含めて事業を進め

られると思うが、この推進事業費の使い道の説

明を求める。

Aまちづくり課長 ＪＲ烏山線利用促進事業費

のうち１７３万５０００円は１１月２３日に開催す

るアキュム導入１０周年記念イベントに係る費

用である。

　内訳は、ＪＲ烏山線利用向上委員会が主催と

なるイベントに係る費用の追加分が１２２万円

であり、交付金での支出となる。当初予算では

１００万円の予算であったが、イベント内容が

固まりつつあるため、それに見合った予算を計

上した。次に、アキュム導入１０周年を記念し

た御当地デザインマンホールを作成する費用で

ある。この費用は、ＪＲ東日本へのライセンス

料が５万５０００円、上下水道課の下水道事業会

計でのマンホールの作成・設置となるため、ま

ちづくり課として工事負担金を計上し、その費

用が４６万円となる。

プレミアム付商品券発行事業について

Q議員　プレミアム付商品券発行事業に係る

補助金４０００万円だが、商工会で実際の事業

は展開されるのか、幾らぐらいのプレミアをつ

ける事業なのか、また、いつ頃、このプレミア

ム付商品券発行がされるのか、説明を求める。

A商工観光課長　今回のこの４０００万円につ

いては、商工会への補助金としており、商工会

でプレミアム付商品券の発行事業を実施する。

なお、今回のプレミアム付商品券は、基本的に

はデジタルでの商品券を核としながら、紙ベー

スのものも発行するかどうか視野に入れて検討

していきたい。また、プレミアム率について

は、現在商工会において協議中である。実施予

定時期については、できれば１２月から実施し

たいと考えており、おおむね実施期間は２か月

間で想定している。

路肩の除草と支障木の伐採について

Q議員　路肩の除草と支障木の伐採で、今回

５００万円ほど計上したが、至るところに支障

木や雑草が生い茂っている。都市建設課が管理

する道路を合わせると９７キロぐらいになり、

とても追いつかないと思われる。せめて官公庁

の周辺だけでも草を刈ってもらいたい。保健福

祉センターから南那須図書館の裏の通りには２

メートルに及ぶほどの草が伸びており、巡回し

て積極的に刈ってもらいたいと思うが、どのよ

うに考えているか伺う。

A都市建設課長　なかなか追いつかない状況と

考え、より効果的な方法で取り組めないか建設

業協会烏山支部と協議を始めたところである。

自前の作業員に加えてシルバー人材センター、

建設業協会で一体となり対応していきたい。

熊田診療所運営状況について

Q議員　熊田診療所特別会計において今回は

人件費を補正している。４月から新体制で診療

が開始したが、４月から８月の運営状況につい

て伺う。

A市民課長 ４月から６月までの診療収入は、

昨年度と比較して、３か月間で４９％程度。来

院者数は独自に集計していないが、事務員や看

護師の話を聞く限りでは、昨年度よりかなり増

えている。

令和６年第３回

９月定例会の主な質疑
９月定例会の議員質疑の中から、主なものを要約して掲載しています。

月定例会の主な質疑

主

な

質

疑

導入１０周年を迎えたアキュム
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Q議員　コンビニエンスストア証明等取扱件

数と詳細について伺う。

A市民課長　住民票１２９１件で１３７４枚、印鑑

証明１２４５件で１６１６枚、所得証明書８５件で

８８枚、課税証明書４１件で４３枚、住民税決定証

明書が１５件で１６枚である。

Q議員　地域おこし協力隊事業支援１１０万円

の具体的な内容について伺う。

Aまちづくり課長　隊員に月５万円の活動費

を交付している。

Q議員　決算書はホームページ上で公開され

たが行財政報告書の公開予定があるか伺う。

A総務課長　行財政報告書は、個人情報が含ま

れていたことから課題があった。今年度は、公

開することを前提に作成しているので決算が認

定されれば、ホームページに公表したい。

Q 議員　 庁舎整備基本構想策定支援業務、

４１４万７０００円の詳細を伺う。

A公共施設再編担当課長　庁舎整備の在り方

や既存４庁舎の利活用の在り方、庁舎等の規模

の再検討、庁舎の立地場所、今後のまちづくりの

方向性を導くための支援を受け新たな庁舎整備

基本構想の策定を行うものである。

Q議員　有償ボランティア４００万円超の業務

内容を伺う。

A こども課長　各公立保育施設の安全を確保

するため、職員の突発的な休暇等に対応できる

よう、有償で業務を依頼するボランティアのこ

とであり、登録制で令和５年度は１２名の登録が

あった。

Q議員　こころの健康づくり業務メンタルヘ

ルスケアの実施状況を伺う。

A総務課長　こころの健康づくり業務は大き

く３つあり、カウンセリング業務７４万８０００円、

ストレスチェック業務１９万７４５０円、各種研

修業務１１８万３４２７円であり、カウンセリン

グ業務は月１回、ストレスチェックは年に１回

を基本、研修業務は年間を通じて開催している。

Q議員　市議会議員共済会負担金はどのよう

なものか伺う。

A議会事務局長　地方議会議員の年金制度は、

平成２３年５月に廃止となっているが、その時

点で在籍１２年以上の退職議員は年金の受給資

格を得ており、年金が支給されているため、その

負担金である。

Q議員　南那須庁舎修繕費１０６７万８０００円

の主な内容について伺う。

A総務課長　現年分５２０万５８０円は、 冷温水

発生機の修繕、給水管の敷設替で、繰越分は直流

電源装置の蓄電池と部品の交換であり５４７万

８０００円になる。

Q議員　道路占用料３９０万５７７５円の内容に

ついて伺う。

A都市建設課長　東京電力が１６０万５８円、Ｎ

ＴＴが１５８万７６８７円、太陽光関係が５０万４３

８３円、それ以外が２１万３６４７円である。

Q議員　ＪＲ烏山線の通学定期券の補助事業

は、当初予算９１６万円で結果、２８３人に対して

交付額４２３万６０００円である。効果が上がっ

たのか、補助率が何％だったのか伺う。

Aまちづくり課長 １００周年記念の一環とし

て、烏山線利用向上及び烏山高等学校への入学

者の確保を目的に、補助率４分の１で実施した。

令和５年度から７年度までの３年間の事業であ

り、今後、効果等を検証する。

Q議員　小学校管理費、児童見守りシステムに

ついて伺う。

A学校教育課長　１年生分のフェリカカード

を令和５年度は１６０枚購入した。現在、５０％

程度の使用率となっている。

Q議員　下水道の烏山処理区の水洗化率が向

上してない。今の状況等について説明を願う。

A上下水道課長　供用開始が遅れた分、合併浄

化槽が先に入ってしまったことが原因と考えら

れる。状況を改善するため職員が戸別訪問を

行っている。

令和５年度決算総括質疑

児童見守りシステム
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決 算 審 査
　　令和５年度一般会計、５特別会計、水道事業会計、下水道事業会計の決算については、所管の常

任委員会に付託され、それぞれの常任委員会で慎重な審査が行われました。

　ここでは、各常任委員会で出された意見等の中から、主なものを要約して掲載しています。

総務企画常任委員会

◎所管する課等

総合政策課、まちづくり課、総務課、税

務課、会計課、議会事務局、監査委員、

選挙管理委員会及び固定資産評価委員会

文教福祉常任委員会

◎所管する課等

　市民課、健康福祉課、こども課、

　学校教育課　及び生涯学習課

総合政策課

・ ふるさと納税については、寄附獲得額は県内

でも下位に位置しており、実質的な収支も赤

字となっている。令和６年度に事業を移管さ

れたまちづくり課においては、魅力的な返礼

品を一層充実させるとともに、本市の魅力を

ふるさと納税で発信し、更なる寄附額の拡大

に向け努力されたい。

・ 第３次総合計画の適切な進捗管理のため、各

課に執行計画調書の作成を依頼し、進捗ヒア

リングを年３回実施している。内部のヒアリ

ングに留めず、例えば常任委員会委員も同席

させ第三者の意見と視点を取り入れるなど、

進捗管理方法を見直されたい。

まちづくり課

・ ＪＲ烏山線について、これまで利用者が減少

傾向にあったが、令和５年度の平均通過人員

が７年ぶりに増加に転じたことは評価でき

る。大切な地域資源であるＪＲ烏山線を次世

代に引き継ぐためにも、さらなる利用向上に

向けた取り組みを図られたい。

・ 市営バスは、乗車人員、使用料収入ともに伸

び悩み、厳しい運営状況が続いている。利用

動向に見合った運行ダイヤ及び路線の見直し

等、持続可能な公共交通の構築に向け、共同

運行している市町と検討されたい。

総務課

・ 地域経済の振興と地元中小業者育成の観点か

ら、地元業者で対応可能な事業については

「条件付き一般競争入札」を採用するなど、

入札の透明性や公正性に配慮しつつ、地元業

者の育成にもつながるような入札制度となる

よう努められたい。

・ 防災行政無線は、災害発生時においての伝達

ツールとして非常に有効である。すでに整備

済である先進地事例等を研究し、本市に最適

で最も効果的な防災行政無線システム整備に

向け検討を進められたい。

税務課

・ 大口滞納者の換価処分、不納欠損処分による

徴収率の増は評価できる。市税は歳入の主た

るものの１つであるため、納期内納付に有効

な口座振替の勧奨や、キャッシュレス納付の

促進を図り、今後も収納率の向上、収入未済

額の減に努められたい。

・ 固定資産税の課税客体把握のための航空写真

撮影業務を３年ごとに委託している。近隣の

市町と共同で実施するなど、現在よりも安価

で精度の高い方法を検討されたい。

議会事務局

・ タブレット機器が導入され、本会議において

も完全ペーパーレスとなった。紙資料での閲

覧に近づけるよう、また、閲覧にあたって不

具合等がないよう努められたい。併せて、タ

ブレット導入にあたってのメリットデメリッ

ト、費用対効果を検証されたい。

市民課

・ 熊田診療所及び七合診療所は１次医療圏に位

置づけられる医療機関として大きな役割を果

たしており、地域住民へ安定的な医療提供が

行えるよう、必要に応じて施設の修繕や医療

器具の更新等を検討されたい。

・ マイナンバーカードを利用した、コンビニエ

ンスストアでの住民票の写しや印鑑登録証明

書等の交付について、前年度と比較し倍以上

の交付枚数となったことを評価する。中でも

業務時間外の利用が多いことから、今後は更

なる周知を行い、業務効率や市民の利便性向

上を図られたい。

健康福祉課

・ 健康マイレージ事業について、利用者拡大に

向けた周知方法の見直しにより申請者が大幅

決

算

審

査
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な増加となったことを評価する。今後は児

童・生徒を対象とした各種イベント等での周

知を検討され、更なる利用者拡大や市民の健

康保持・増進に努められたい。

・ふれあいの里やいきいきサロン等の一般介護予

防事業については、筋力低下や認知症対策、介

護予防に有効な取組であることから、参加者増

加に向けた開催地域の拡大に努められたい。

こども課

・なすからこども園（認定こども園）について

は、新園舎建設から旧園舎解体まで計画に

沿った進捗管理を行うとともに、令和７年４

月の開園に向けて設備等の移行を滞りなく進

められたい。

・市内特定教育・保育施設の副食費免除事業費

補助金については、令和６年度まで実施として

いるが、子育て世代の負担軽減に寄与している

事業であることから、令和７年度以降も継続さ

れるよう事業形態を調査研究され、子ども・子

育て支援施策の更なる充実を図られたい。

学校教育課

・すこやか推進担当によるすこやか相談・教育

相談センターについては、不登校や就学関係

等の様々な相談が見受けられることから、相

談者一人ひとりへのきめ細やかな対応に努め

られたい。また、市内小中学校での特別支援

教育の充実に向けて教職員のスキルアップに

努められたい。

・スーパーティーチャー育成事業については、

これまでに実施した先進地視察等での研修内

容を学校内で共有し、本市の実情に合った教

育環境の調査研究を更に進め、市内小中学校

の教員の授業力向上及び児童生徒の学力向上

に努められたい。

生涯学習課

・本市の指定文化財について、所有者へ文化財の

現況調査及び修繕等への意向確認を行い、適

切な修復作業を実施するよう検討されたい。

・那須烏山市生涯学習推進計画については、令

和５年度に実施したアンケートの内容を踏ま

えて第四期計画策定業務を進め、市民の生涯

学習活動や地域活動の充実に努められたい。

経済建設常任委員会

◎所管する課等

　農政課、商工観光課、都市建設課、

　上下水道課及び農業委員会

農政課

・園芸振興対策について、簡易施設（パイプハ

ウス）設置費及び果樹棚の購入費を助成する

制度を創設し、新規栽培や規模拡大を志向す

る生産者を支援したことは評価する。今後も

意欲ある農業者を積極的に支援し、収益性の

高い農業の拡大に努められたい。

・担い手対策について、農業従事者の高齢化や

後継者不足、離農による遊休農地の拡大等は

喫緊の課題であり、新規就農者の獲得は極め

て重要である。就農前から就農後も切れ目な

く、きめ細やかな支援を展開するため、支援

体制の充実を図られたい。

商工観光課

・キャッシュレス決済推進事業について、市内

外の多くの方に利用いただき、物価高騰によ

る影響を受けた市内事業者や市民を支援する

試みとなったことは大いに評価する。これを

一過性の取組にすることなく、検証を重ね、

次の事業に反映されたい。

・企業誘致については、市内経済の活性化と新

たな雇用の創出に資するため、これまで以上

に積極的に取り組みとともに、市内の既存立

地企業の育成・支援についても十分に配慮

し、新規立地企業の誘致との相乗効果による

更なる成果の導出に努められたい。

都市建設課

・ふれあいの道づくり事業については、地域に

密着した生活道を住民の手により整備する市

民協働の事業であり、道路愛護の醸成に寄与

し、地域住民からの要望も多いことから、よ

り一層の普及促進を図るとともに、作業の安

全確保における指導を徹底されたい。

・防災集団移転促進事業については、前例のな

い事前移転事業であり、国との調整・協議に

時間を要するとは思われるが、地元住民の不

安は計り知れないため、スピード感をもって

的確かつ丁寧な対応に努められたい。

上下水道課

・有収率の向上について、本市の水道事業の事

業規模からして大規模な管路の布設替えは難

しいため、費用対効果を勘案しながら効果的

な漏水調査、修繕及び管路の耐震化に努めら

れたい。

・水洗化率について、烏山中央処理区は他の地

域に比べて極めて低く、抜本的な対策が必要

であるため、戸別訪問による新規加入者の獲

得はもとより、あらゆる方法を検討し水洗化

率の向上に尽力されたい。
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那須烏山市立小中学校における空調設備の導入

について

Q市内小中学校の体育館における空調設備の

導入の考えがあるか伺う。

A教育長　本市の小中学校の体育館においては、

空調設備が未設置となっている。体育館は、熱

や湿気がこもりやすいことに加え、ここ近年の

夏の猛暑日を考慮すると、空調設備設置の必要

性を強く感じている。現在、空調設備よりも安

価な大型冷風機やスポットクーラーの導入など

も視野に入れ熱中症対策を検討している。

Qスポットクーラーや大型冷風機を入れたと

しても、根本的な解決にはなっていないと思う。

また避難所に指定されている体育館への対処は。

A教育長　子供たちの学校生活に支障のない

よう、各課等にお願いをしながら、調整を図って

いきたい。

一

般

質

問

滝口  貴史 議員

中山  五男 議員

①ＪＲ烏山線について

②  那須烏山市立小中学校における空調設備の

導入について

③那須烏山市武道館における空調設備の導入について

④市施設における多目的トイレについて
映像配信はこちら

映像配信はこちら

① 合併20周年を迎えるにあたり本市の将来像について
② 令和６年度全国学力テスト（全国学力学習調

査）の結果について
③県版学力テストの成績について
④隅川（岩子地内）の堤防嵩上げについて

⑤ふるさと納税について

令和七年は
終戦八十周年

中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 中山  五男 

平安時代の美意識
と和歌に驚かされ
ています

ＪＲ烏山線について

Q今年はアキュム導入１０周年の節目の年にあ

たる。今後控えているイベント等について伺う。

A市長　記念イベントについては、ＪＲ東日本

や関係団体、利用向上に取り組む市民団体等で、

今年度新たに組織した那須烏山市ＪＲ烏山線利

用向上委員会で、具体的内容を検討している。

Aまちづくり課長　烏山駅前広場でのイベン

トを計画しており、そば店の出店やマルシェ、市

内の小中学校等による吹奏楽といった様々な企

画に加え、ご当地マンホールのお披露目も検討

している。

Qマンホールのデザインは烏山線のヘッドマー

クのようなものなのか。

Aまちづくり課長　現在ＪＲ東日本の社内で募

集をかけており、アキュム１０周年をテーマと

したデザインを考えているところである。

合併２０周年を迎えるにあたり本市の将来像に

ついて

Q本市は間もなく合併２０周年を迎えようとし

ているが、その間の人口減少と高齢化の進行に

歯止め策を見出せず、消滅可能性がある自治体

として名指しされている。

　人生の中でも２０歳ともなれば、民法上ほと

んどの権限が与えられ、自らの判断により自立

した人生を歩まなければならない。

　そこで、本市も２０周年を迎えるにあたり、合

併効果が上がったうえ、自立した自治体として

成長されているか、この際検証すべきである。

　そして、本市の２０年、３０年先のあるべき姿

を描き、市民の方々に夢と希望を抱かせ、本市が

持続可能であることを示すことこそ、市長の重

大な責務である。このことをいかにお考えか伺

いたい。

A市長　まもなく合併２０周年を迎えるが、誇

りを持って言えるようなことがまだ醸成できて

いない。それを変えていくのが私の仕事と思っ

ている。そして、本市が永劫続くよう進めてい

くために、今が踏ん張りどころである。

　そこで、本市の目指すべき将来像を求め、私自

身が市民との直接対話により、市民意向の把握

に努めている。人口減少対策では、市民の方々

に末永く住み続けていただき、人口の流出を抑

制することを第一に考え、市民の満足度、幸福度

を高め、定住策の充実を優先した施策を図るこ

ととしている。

　そして、持続可能なまちづくりを推進するた

め、防災とまちづくりの拠点となる新庁舎と、要

望の高い周辺施設を連動した新たなまちづくり

の将来像を示す、グランドデザインの検討を進

めているところである。

一　般　質　問
※ 質問・答弁の内容は要約してあります。一般質問の記事は各議員

が作成しています。詳細は市議会会議録をご覧ください。一　般　質　問
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業務継続計画（下水道ＢＣＰ）について

Q災害が発生すると各部署が業務継続計画（Ｂ

ＣＰ）に沿って、早期の復旧・復興を目指す。

　下水道処理場は、南那須処理区と烏山処理区

に分かれている。ハザードマップによると南那

須処理区は、ぎりぎり水が来るか来ないかの場

所にあり、烏山処理区は、１０メートル以上水没

すると想定されている。下水道ＢＣＰを設定さ

れているのであれば、復旧時間、その他の対応が

どうなるかが記載されているはずである。これは、

防災拠点たる那須烏山市庁舎の大きな論点にな

るはずだと考えられるが庁舎整備検討委員会で

は、その辺は一切触れられていない。

 まず、下水道ＢＣＰを、ホームページや地域防

災計画に掲載し、復旧するまでどのような対策

を取るのか、時間がどのくらいかかるのか、市民

の皆様に知っていただくべきと考えるが市長の

し尿処理における下水道施設の活用について

Q南那須地区広域行政事務組合は、し尿処理施

設の整備基本構想の見直し・再検討を進めてお

り、本年３月に「し尿処理施設整備基本計画」を

策定し、８月２５日に説明会を開催している。新

し尿処理施設は、有機性廃棄物リサイクル推進

施設の汚泥再生処理センターを設置して下水道

放流方式で進めるとの内容である。現在、広域

行政を構成している那須烏山市と那珂川町には

４つの下水道処理センターを有しており、この

下水道施設をどのように活用して新たなし尿処

理方法に移行するのか説明いただきたい。

A市長　下水道施設を活用したし尿処理につ

いては、現在、広域行政において具体的な検討が

進められているところである。しかし、先日の

広域行政の説明会に報告したことしか進んでい

ないのが実情であり、今後、場所等（どの下水道

考えを伺う。

A市長　下水道ＢＣＰは内部情報を多く含んだ

計画であることから、地域防災計画に掲載する

ことは難しいと考えているが、下水道施設は市

民生活にとって重要なライフラインの１つであ

ることから、災害発生後の応急復旧に要する目

標時間など情報提供する内容をまとめ、概要版

を作成し、市ホームページ等で市民に周知を図っ

ていきたい。

④本市の防災対策について

⑤ 防災集団移転促進事業計

画について

⑥ 市内の山河、名所を活用

したハイキングコースの設

定について

渋井  由放 議員

平塚  英教 議員

①都市公園の整備について

②選挙管理委員会のDX推進について

③地域防災計画について

④業務継続計画（下水道BCP）について

⑤業務継続計画（ICT-BCP）策定について

⑥都市計画道路の進め方について

① し尿処理における下水道

施設の活用について

② 南那須地区広域行背事務

組合の一般廃棄物処理施

設整備状況について

③防災行政無線整備について

貴重な１票
無駄にしないで

平塚  英教 平塚  英教 平塚  英教 平塚  英教 平塚  英教 平塚  英教 平塚  英教 平塚  英教 

８月１日・２日に富士
登山してきました！

那須烏山市ハザードマップ
https://www.city.nasukarasuyama.lg.jp/page/

page000186.html

南那須水処理センター

一　般　質　問
※ 質問・答弁の内容は要約してあります。一般質問の記事は各議員

が作成しています。詳細は市議会会議録をご覧ください。

映像配信はこちら

映像配信はこちら

施設を活用するか）を検討し、その都度市議会へ

報告してまいりたい。

Q新たなし尿処理は、汚泥再生処理センターを

設置して、投入したし尿や浄化槽汚泥等を脱水

分解処理をして脱水した水だけを下水道施設に

流し込む方式との理解で良いか。

Aまちづくり課長　そのような方式と考えるが、

採用するかどうかは広域行政で進められる。

10 なすから議会だより （第 74 号）
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一　般　質　問
※ 質問・答弁の内容は要約してあります。一般質問の記事は各議員

が作成しています。詳細は市議会会議録をご覧ください。

清水川せせらぎ公園

学校給食保護者負担軽減交付金事業について

Q本事業は、新型コロナ対応地方創生臨時交付

金で措置され、給食費保護者負担軽減交付金と

して、令和５年４月～令和６年３月までの予算

措置である。来年度以降の対応について伺う。

A市長　令和７年度以降の給食費補助の対応

については、財政面と保護者の経済的負担軽減

の両面で、慎重に検討している。現在国におい

ては、こども未来戦略方針に基づき、異次元の子

育て対策を進めており、学校給食費の無償化に

ついても検討されている。引き続き市長会等を

通じ、全国的な学校給食費の無償化について強

く要望してまいる。

Q給食費補助は、市単独事業として継続するべ

きではないかと考える。他市の動向とは関係な

く、本市の気概を示していただきたいと思うが、

いかがか。

庁舎整備について

Q庁舎整備検討委員会において新庁舎候補地

を烏山駅周辺の１か所に絞られたとの事だが、

渋井議員の質問に対して川俣市長は区画整理や

都市計画道路についても検討委員会で説明した

旨の答弁をされた。その際検討委員会へどの様

に説明されたか伺う。

A公共施設再編担当課長　ＪＲ烏山駅周辺に

ついても、都市計画道路が未整備である状況を

示したうえで候補地について議論した。全くテー

ブルに乗せずの議論ではなく、資料を提示して

委員会へ説明した。説明資料には個人情報が含

まれているため会議終了後に回収しており、ホー

ムページにもその様な配慮から載せていないが、

しっかりと議論をした経過がある。

Q都市計画道路について庁舎整備検討委員会

の方々に、そこに庁舎が出来るという前提で説

A市長　慎重に考えていきたい。また、議員各

位の意見をいただければ幸いである。

清水川せせらぎ公園整備について

Q令和６年度以降の取組について伺う。

A市長　子供から高齢者に至るまで、誰もが楽

しく安全に利用できる、ユニバーサルデザイン

等に配慮した空間として再整備するため、実施

設計を行い、令和７年度から工事に着手したい

と考えている。

明されたのか。その道路に関して委員の方々は

本当に理解されたのか伺う。

A公共施設再編担当課長　都市計画道路があ

るということを地図上で示し、まだ未整備であ

ることも説明をした。その上で候補地に庁舎が

建つかどうか議論を進めた。庁舎の建築面積が

候補地の敷地の中に収まるかどうか検討した。

例えば２階の工法であるとか３階工法といった

工法によっては都市計画道路にかからない、都

市計画道路の面積を除いた場合であっても駐車

場及び建築面積を収容する事が可能である、と

の議論になり、烏山駅前において庁舎整備をす

る事は問題ないという結論に達したと記憶して

いる。

相馬  正典 議員

堀江  清一 議員

①学校給食保護者負担軽減交付金事業について
②清水川せせらぎ公園整備について
③JR烏山線を通じた近隣自治体との連携について
④JR烏山駅前整備について
⑤地域貢献活動休暇条例制定について
⑥本市の水道事業について
⑦空き家、空き地対策について

①庁舎整備について

②本市の農業行背について

③ゴルフ場利用税交付金について

肥満よ止まれ😢

戦争の無い日本で
幸せを感じる。

一

般

質

問

映像配信はこちら

映像配信はこちら

なすから議会だより （第 74 号） 11



教育長に期待すること

Q本市は今のままでは衰退の一途を進んでい

ると心配になるが、見るべき資源がなくても可

能性のある素晴らしい特別な資源がある。それ

は優れた人材育成教育から生まれる優秀な人材

である。幕末に輩出された薩長土肥の優れた人

材は、その土地の素晴らしい教育により生まれ

たということは理解できるのに何故そのような

教育をしないのか、できないのか。教育長には「那

須烏山市の教育」と称賛される人材育成教育を

実現して欲しい。そのために「意欲溢れる人生

観」、「志の高い尊い職業観」、「幸せ呼び込む知識

感」を教え自分が幸せを実感できる将来の夢を

持たせる教育を実施して欲しいが見解を伺う。

A教育長　今日の予測できない時代の流れの

中で生き抜くためには、現在や未来に主体的に

向き合って関わり、よりよい社会と自らの幸福

ＪＲ烏山線関連事業について

Q令和６年１１月２３日にＪＲ烏山線ＡＣＣＵＭ 

（アキュム）導入１０周年記念イベントがＪＲ烏

山駅前にて行われる。そこで予定されている八

溝そば街道の出店事業について内容を伺う。

A市長　烏山線利用向上に繋げるため、ＰＲを

兼ねて八溝そば街道推進協議会加盟の３店舗が

出店を調整している。当日の烏山線利用者への

乗車特典として、イベント会場で利用出来る八

溝そば１杯分の無料チケット（５００円相当、

１５０枚程度）を配布する予定である。八溝そば

の味や奥深さを楽しみ、リピーターとして再訪

していただけることを期待している。

　コロナ禍以降、「八溝そば街道そばまつり」は

中止となっているが、八溝そばの知名度アップ

とブランド力向上のために市としても今後も対

応していきたい。

を作り出していくことが必要と考えている。子

どもたちの学びの場は学校にとどまらず社会の

中で様々な人と関わりながら学びを深めていく

ことが大切。学校を取り巻く社会の協力が必要

と考えている。本市教育ビジョンや３期計画の

基本理念にある夢を持ち夢の実現に向けて歩む

力を育むまちづくり、未来の担い手となる人づ

くりを目指す教育実践を行っていく。子どもた

ちが幸せを実感でき、将来の夢を持たせる教育

に資する取組となるよう、学校支援に努めたい。

「産官学による里地・里山再生プロジェクト」に

ついて

Q当該事業は本年度末に終了となるが、その成

果を踏まえた今後の事業展開について伺う。

A市長　企業版ふるさと納税を活用した、一般

社団法人里山大木須を愛する会が行う４年間の

事業としては終了となるが、特に雑草問題対策

を扱ったプロジェクトは全国的にも珍しく、多

方面から評価されている。これらの成果を有効

に活用し、産官学で連携を図りながら市内の農

家等に還

元出来る

取り組み

を積極的

に支援し

ていく。

荒井  浩二 議員

小堀  道和 議員

①教育長に期待すること

② 前例踏襲脱却文化を全職員で実現して欲しい

①JR烏山線関連事業について

② 「産官学による里地・里山再生プロジェクト」　に

について

③補聴器購入助成について

未来を託す
優れた人材育成教育に

期待する

荒井  浩二 荒井  浩二 荒井  浩二 荒井  浩二 荒井  浩二 荒井  浩二 荒井  浩二 荒井  浩二 荒井  浩二 荒井  浩二 荒井  浩二 荒井  浩二 荒井  浩二 荒井  浩二 

今年も
八溝新そばが
美味しい！

一　般　質　問
※ 質問・答弁の内容は要約してあります。一般質問の記事は各議員

が作成しています。詳細は市議会会議録をご覧ください。

映像配信はこちら

映像配信はこちら

幕末時、多くの優れた人材を輩出した特筆する人材育成教育

松下村塾

12 なすから議会だより （第 74 号）
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表　彰

市民ボランティアによる道路や河川敷の草刈り

の実施について

Q道路や河川敷の草刈り作業に携わる自治会

会員の減少や一層の高齢化などから、自治会役

員や担当者はボランティア作業の安全確保に特

段の注意を払わなければならないのが現状であ

る。これらの作業を業務委託している市町もあ

るが、本市では実施する考えがあるか伺う。

A都市建設課長　茂木町、真岡市においては、

県と連携を取りながら実施している。本市とし

ても烏山土木事務所と連携を取りながら、取り

組みたい。

　茂木町も真岡市も、費用については県負担と

なっていることから、本市においても県負担で

業務委託による作業が実施可能か調整をしてい

きたい。

地デジ組合への支援について

Q地上アナログ放送から地上デジタル放送に

完全に切り替えられ、市内において多くの地デ

ジ組合が設立されている。アナログ電波が完全

に停止されて１０年以上が経過し、共聴設備の

維持に多大な労力を必要としている。市として

地デジ組合に対する支援策を考えるべきと思う

が、市の考えを伺う。

A市長　本市独自の「市地上デジタル放送難視

聴解消事業補助金交付規程」を制定し、共聴アン

テナ施設の設置の経費の一部を助成している。

設備の維持管理の経費については、受益者負担

の観点から地デジ組合で負担するのが望ましい。

　栃木県市議会議長会より、渋井由放議員（前議

長）と青木敏久議長（前副議長）に感謝状が贈ら

れました。

髙田  悦男 議員

① 市民ボランティアによる道路や河川敷の草

刈りの実施について

②地デジ組合への支援について

③災害時の対応について

オオスズメバチ
襲来！

一　般　質　問
※ 質問・答弁の内容は要約してあります。一般質問の記事は各議員

が作成しています。詳細は市議会会議録をご覧ください。

活

動
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一

般

質

問

映像配信はこちら

一　般　質　問

ホームページから定例会の

議案書が閲覧できます

　令和６年６月定例会分から、市議会のホー

ムページで本会議の議案書を掲載していま

す。各定例会の１週間程度前に掲載し、どな

たでも閲覧可能です。

※ 人事案件等、一部の議案書は本会議終了

後に掲載する場合があります。

なすから議会だより （第 74 号） 13



JR烏山線利用促進特別委員会

山あげ祭期間中のお出迎え

　山あげ祭の開催に合わせて、７月２７日（土）

に烏山駅前にてＪＲ烏山線のお出迎えを行い

ました。

　暑い中、多くの方々に烏山線を利用してご来

場いただきました。

　当日はＪＲ東日本によるブース出展もあり、

駅前は大変にぎわっていました。

避難訓練・救命講習会
日程：令和６年９月１３日（金）

群馬県千代田町議会来訪
令和６年８月８日（木）

議員研修会
日程：令和６年１０月８日（火）

　９月１３日（金）に、那須烏山市南那須庁舎に

おいて行われた避難訓練及び救命講習会に参加

しました。

　避難訓練では庁舎３階からの避難訓練や消火

訓練を実施し、救命講習会では胸骨圧迫とＡＥ

Ｄ使用法を中心に、応急処置についての講習を

受けました。

　群馬県千代田町議会総務産業常任委員会委員

の皆さんが、本市へ視察研修のため来訪されま

した。

　今回の研修では本市の「なすからブランド」及

び「八溝そば街道」について視察され、研修のな

かでは実際になすからブランド認証商品を召し

上がっていただきました。

　１０月８日（火）に、市議会におけるハラス

メント防止研修を実施しました。

　研修をとおして、公務員と民間におけるハラ

スメントの定義の違いや、多様なハラスメント

への対応策について学びました。

　終了後には研修に対する各議員の感想等を発

表し、研修内容を深めました。
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令和５年度決算に基づく

健全化判断比率が公表されました。
　　令和５年度決算に基づく健全化判断比率の算定結果が監査委員の審査を経て、９月定例会

において報告されました。また、この算定については適正にされていることと、現段階において

は是正改善を要する事項がないことも併せて報告されました。

指標の種類
那須烏山市

早期健全化基準
Ｒ４ Ｒ５

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ― ―  １３.６２

連結実質赤字比率 ― ― １８.６２

実質公債費比率 ７.０ ７.５ ２５.０

将来負担比率 ― ― ３５０.０

資金不足比率 ― ―
経営健全化基準

２０.０

健全化判断比率…

早期健全化基準の数値を上回っ

た場合、早期健全化計画等を策定

しなければなりません。

資金不足比率……

経営健全化基準の数値を上回っ

た場合、経営健全化計画を策定し

なければなりません。

※「―」は、赤字または資金不足を生じていないため、当該数値について該当がないことを示しています。
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（単位：％）●令和５年度決算に基づく健全化判断比率　　　
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文教福祉常任委員会

視察研修報告
日程：令和６年１０月１日（火）

　当委員会は、１０月１日（火）に矢板市に伺い、

今年４月にオープンした文化スポーツ複合施

設を視察しました。

　当施設は、老朽化に加え、令和元年台風１９号

により被災した矢板市文化会館と矢板市体育

館の代替施設として、総事業費約１９億２千万

円をかけて統合整備されました。時代と需要の

実勢に合わせて規模を縮小し、研修室やトレー

ニング設備、中長期向けの避難所機能を有しな

がらも、コンパクトでＤＸに対応した複合施設

で、可動式の座席を設置することでホールとし

ても機能します。全館エアコンを完備した施設

は需要が高く、大会や合宿に利用され、当初目標

の年間利用者３万人を超えるペースで稼働して

います。

　本市でも公共施設の再編が議論されているた

め、学ぶことも多く、調査研究を続けていく上で

有意義な視察となりました。

体組成測定機器等について説明を受ける委員
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那須烏山市で化石を　
発掘・研究する吉澤時明さん
を紹介します！

　９月定例会および常任委員会による決算審
査が無事終了いたしました。市民の皆様の日
頃のご支援に深く感謝申し上げます。今後も
引き続き、市民の皆様にとってより良い行政
サービスの提供を目指し、改善に努めてまい
ります。
　さて、JR烏山線は、昨年開業100周年を迎
え、地域にとって重要な交通手段としてその
歴史を刻んできました。今年はACCUM（蓄
電池車EV-301系電車）導入から10年とい
う節目を迎えました。環境に優しいハイブリッ
ド車両であるACCUMの導入は、烏山線に新
たな未来をもたらしましたが、その存続には
さらなる支援と利用促進が不可欠です。地域
の一員として、この大切な路線を守るために、
私たちができることを考えていく必要があり
ます。これからも議会としての責務を果たし、
市民の皆様と共に、より良い那須烏山市の未
来を築いてまいりたいと思います。

（髙木　洋一　議員）

　化石に情熱を傾ける吉澤時明さんは本市が力
を入れているジオパーク構想の協力者です。特
に荒川河川敷で多くの貴重な化石を発見してい
ます。化石を発見するには専門的知識と研ぎ澄
まされたカン(勘)が必要ですが吉澤さんのレ
ベルの高さには驚かされます。吉澤さんが発見
した貴重な化石は、本県が海だった時代のクジ
ラ・イルカ・アシカなどの骨化石160点ほど。私
(小堀)の自宅前の荒川河川敷を雨上がりに散
歩すれば必
ず貴重な化
石が見つけ
られると言
われている
ほど本市は
化石が豊富
なのです。

　本市に移住してから27年になるそうですが、
化石収集のきっかけを伺うと「オオガネクジラ
以外にもクジラの化石はあるはずと思った」と
のこと。市民の皆さんに伝えたいことはと聞い
たところ「我がまちが海だった時代に海底に堆
積した地層が露出し、中にはまだ発見例がない
貴重な化石があるはず。ぜひ新種の化石を発見
してみて下さい」とのこと。吉澤さんの化石にか
ける情熱には圧倒されるばかりでした。

あ と が き

特　集

（文責　小堀　道和　議員）

発見した化石を
笑顔で紹介する
吉澤さん

本人プロフィール
本市在住：27年
出身地：宇都宮市
現住所：鴻野山
趣味：化石・石器
の収集

吉澤さんが発見した貴重な化石（例）

セイウチ犬歯化石
荒川層群

約1,100万年前
栃木県知事賞受賞

イルカの頭骨
荒川高瀬

約1,100万年前
新種か専門機関で調査中

次回の12月定例会は、

11月29日（金）開会予定です。
正式な日程は１１月２１日(木)に開催される議会

運営委員会で決定されます。

議会を傍聴してみませんか
議会を傍聴することは、市政を知っていただく最も

良い方法です。傍聴を希望される方は市役所南那

須庁舎３階までお越しください。

議会の日程等については、気軽に議会事務局にお

問い合わせください。（☎0287-88-7114）

那須烏山市議会　映像

YouTubeで９月定例会の本会議全ての録画

映像を配信しています。

映像配信はこちら

吉澤さんが発見した貴重な化石（例）
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